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今週のキーワード

センサー革新
AIと材料が拓く診断・モニタリングの未来

29
件

記事数

7
カ国

対象国

1000倍
高速

東大チップ

94.9
%

がん検出精度

今週の全29記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 汗ウェアラブルS 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

自己再生・発汗誘発機能を持つウェアラブル汗センサ
ーが、コルチゾール等複数バイオマーカーの21日間連
続モニタリングを実現。

#02 Dexcom CGM病院 製品発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

DexcomのCGMが病院内使用でFDA画期的医療機器指
定を取得、入院患者の遠隔血糖管理を加速し感染リス
ク低減に貢献。

#03 AI分光計チップ 応用研究
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AIと特殊センサーアレイで光と化学物質を分析する砂
粒サイズの分光計チップが開発され、診断や環境監視
に革新をもたらす。

#04 東大 次世代チップ 基礎研究
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

東京大学が発熱を伴わず1000倍高速な磁気情報処理
チップ要素を開発、データセンターの電力消費削減と
高速電子機器に貢献。

#05 Ōura血圧機能 製品発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ŌuraリングがFDA方針変更を受け、夜間血圧パターン
追跡機能を追加予定。ウェルネスデバイス市場の競争
が激化。

#06 Ōura/Fitbit進化 製品紹介
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ŌuraとFitbitの最新ウェアラブルはAIでパーソナライ
ズされた健康推奨を提供し、フィットネス追跡から組
み込み型健康デバイスへ進化。

#07 Dexcom製品盗難 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Dexcomの廃棄予定CGMセンサーが盗難・転売され、
滅菌不良や測定値不良のリスクが発覚。サプライチェ
ーンセキュリティ強化が課題。

#08 AbbottデュアルS 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

アボットがグルコースとケトンを同時測定する世界初
のデュアルセンサー「Libre Duo」でCEマーク取得、
糖尿病性ケトアシドーシス早期検出に貢献。

#09 唾液がんリスク 応用研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

唾液中の微生物シグネチャーと機械学習で食道扁平上
皮がんのリスクを非侵襲的に評価する研究が進展、早
期トリアージに貢献。

#10 デジタルヘルス動向 市場概観
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

2026年5月のデジタルヘルス動向はAIの創薬・インフ
ラ拡大と在宅医療加速を示し、自己給電型スマートフ
ァブリックも登場。

#11
リング型カフレス血圧
計

製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Sky Labsのリング型カフレス血圧計「CART BP pro
」が世界で初めて高血圧ガイドラインに採択され、24
時間継続モニタリングを実現。

#12 血液一滴がん検出 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

中国の研究チームが血液一滴でがんバイオマーカーを
検出する手のひらサイズデバイスを開発、早期肺がん
で94.9%の精度を達成。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 感染症診断トレンド 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

感染症診断は分子POCTの「15分時代」に突入し、AI
と堅牢な化学の融合により予防的・予測的システムへ
移行。

#14 バイオセンサー市場 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

バイオセンサー市場はヘルスケアと食品安全分野での
採用拡大により急成長、IoT接続医療機器や非侵襲セ
ンサーがイノベーションの焦点。

#15 非侵襲グルコース 技術比較
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

非侵襲的グルコースモニタリングにおいてPPGの限界
が指摘され、マイクロニードルベースのプラットフォ
ームが短期的な実用化ソリューションとして注目。

#16 電気化学バイオS 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

電気化学バイオセンサーが食品中の汚染物質、病原体
、アレルゲン検出に有望で、食品安全と品質監視の新
たなツールとして期待。

#17 軍事マルチモーダルS 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●○○

○

英国の研究チームが心拍、体温、ECG、ナトリウム、
グルコース、乳酸、pHを25日間連続モニタリングし
遠隔送信可能なマルチモーダルバイオセンサーを開発
。

#18 腎症多項目S 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

中空マイクロニードルを用いたウェアラブルセンサー
が、間質液中のpH、グルコース、尿酸を連続モニタリ
ングし、糖尿病性腎症管理に貢献。

#19 自己給電型AIバイオS 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

エントロピー制御ナノ触媒と機械学習を統合した自己
給電型バイオセンサーが、超高感度検出と263倍の小
型化を実現し次世代診断を拓く。

#20 LEX超高速PCR 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

LEX Diagnosticsが数分で検査室品質の結果を提供す
る超高速PCR POCTシステム「LEX
VELO」を開発、FDA申請済みで感染症診断を加速。

#21 Glucotrack植込み型 製品発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

Glucotrackがウェアラブル不要で3年間連続血糖モニ
タリング可能な植込み型CBGM技術をADAで披露、糖
尿病患者の利便性を劇的に向上。

#22 POCT多次元信号 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

カスケード増幅と比色・光熱・RGB・圧力の多次元信
号統合により、POCTの感度と精度を大幅に向上させ
る戦略が提案された。

#23 QuantuMDx PCR 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

QuantuMDxが30〜35分で結果を提供する迅速マルチ
プレックスPCR POCTシステム「Q-POC™」を開発、
感染症診断を加速。

#24 AIサイボーグ昆虫 基礎研究
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●

大阪大学が昆虫の生体信号をAIで解釈し協調的に制御
する「昆虫シナジー回路」を開発、サイボーグ昆虫の
効率的な誘導に貢献。

#25 ナノバイオS×AI 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

多項目ナノバイオセンサー診断はマイクロ流体とAIの
統合で進展、CNNやLSTMがセンサーのドリフトや製
造ばらつき課題に対処。

#26
ハイドロゲルインスリ
ン

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

分子認識を持つグルコース応答性ハイドロゲルマイク
ロニードルパッチが1型糖尿病マウスモデルでクロー
ズドループインスリン送達を実証。

#27 糖尿病性創傷S 学術レビ
ュー

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

糖尿病性創傷モニタリング向けインテリジェントバイ
オセンサーが進展、ナノザイム統合3Dハイドロゲルや
多モーダルセンシングで治癒促進。

#28 T7 RNAPバイオS 応用研究
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

T7 RNAPツールボックスが無細胞バイオセンシング工
学を進展させ、代謝物や病原体特異的核酸を超高感度
・低ノイズで検出。

#29 生体吸収性電極 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

生体吸収性高分子導電性インクを組み込んだ硬膜外電
極アレイが開発され、神経記録や血流モニタリングな
ど神経科学研究に応用。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ ウェアラブルセンサーの多項目化・高精度化は、あなたの会社の製品設計前提を根本から変えるか？
#01の汗センサー、#11のカフレス血圧計、#18の多項目腎症モニタリングなど、非侵襲・低侵襲で多様な生体情報を継
続的に取得する技術が急速に進展。既存の医療機器や健康デバイスの設計思想、求められる材料特性、データ解析能力を
見直す時期に来ています。

❷ AIと材料科学の融合による次世代診断技術は、自社の研究開発ロードマップにどのように組み込まれ
ているか？
#03のAI分光計チップ、#19の自己給電型ナノ触媒センサー、#25のAI統合ナノバイオセンサーなど、AIがセンサーの感
度・精度向上や複雑な信号解析に不可欠な要素となっています。材料開発とAI技術者の連携は十分か、新たな研究テーマ
を創出できているか。

❸ 急速に進化するPOCT市場において、貴社は「15分時代」の競争優位性を確保できているか？
#13の分子POCT「15分時代」、#20の超高速PCR、#23の迅速マルチプレックスPCRなど、感染症診断の迅速化が加速
しています。診断薬・機器メーカーは、検査室品質の精度を保ちつつ、いかに迅速・簡便・低コストなソリューションを
提供できるかが問われています。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

多項目WBS
次世代CGM

超高速POCT

AI×材料S

次世代半導体

市場成長/リスク

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 多項目WBS 注意 新市場創出、材料需要増 競合激化、高精度化の壁

● 次世代CGM 注意 糖尿病ケア革新、高付加価値 規制対応、生体適合性材

● 超高速POCT 注意 診断市場拡大、新デバイス 精度・信頼性、コスト

● AI×材料S 機会大 センサー性能飛躍、新材料 異分野融合の難しさ

● 次世代半導体 注意 半導体産業変革、競争力 技術キャッチアップ、材料

● 市場成長/リスク 脅威大 市場参入、新ビジネス 競争激化、品質・セキュリティ
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深掘り ① ― 発熱ゼロ、1000倍高速な次世代チップ
#04 | 2026/05/22 | TechCrunch (TCD経由) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

東京大学の研究チームが、電子信号を磁気情報に変換することで、既存半導体チップの1,000倍高速処理を、発熱を伴
わずに実現する新しいチップ要素を開発しました。これは、高速化に伴う発熱という半導体技術の長年のボトルネック
を根本的に解決する画期的なブレークスルーです。

この技術は、電子の電荷ではなくスピンと呼ばれる磁気的性質を利用し、情報伝達におけるエネルギー損失を最小限に
抑えます。データセンターの電力消費大幅削減や、高速・長時間駆動の電子機器普及に貢献し、AI処理能力の飛躍的向
上や量子コンピューティングへの応用も期待されます。

▶ 技術者の視点

「1000倍高速」という数値は理論上の可能性を示すものであり、実用化には多くの技術的課題が伴いま
す。特に、電子信号から磁気情報への変換効率、磁気情報の安定的な保持と読み出し、そして既存の半
導体製造プロセスとの互換性など、基礎研究から量産技術へのスケールアップには長い道のりが必要で
す。発熱抑制は大きなメリットですが、磁気デバイス特有の課題（外部磁場からの干渉など）も考慮す
る必要があります。 【機会】日本の半導体材料メーカーは新磁性材料開発で世界をリードするチャンス
。製造装置メーカーは微細加工技術開発で貢献可能。【脅威】この技術が他国で先行した場合、既存半
導体市場での競争力を失うリスク、技術キャッチアップの遅れが懸念されます。 【R&D;】東京大学と
の共同研究を強化し、磁性材料、薄膜形成、デバイス構造設計に関する知見を深める。【経営企画】次
世代コンピューティング技術のロードマップに本技術の可能性を組み込み、長期的な投資戦略を検討す
る。【半導体PKG】磁気デバイスのパッケージングにおける熱管理以外の新たな課題（磁気シールドな
ど）を早期に検討開始する。

深掘り ② ― グルコースとケトンのデュアル測定センサー
#08 | 2026/05/27 | MedTech Dive | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

アボット社が、グルコースとケトンの両方を同時に測定できる世界初のデュアルアナライトセンサー「Libre Duo」で
欧州のCEマークを取得しました。このシステムは、糖尿病患者が血糖値を管理し、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）
の警告サインであるケトンレベル上昇を早期に検出するのに役立ちます。

最長15日間装着可能で、1分間隔でリアルタイムデータを提供。特に1型糖尿病患者の重篤な合併症予防に貢献し、今
年後半に欧州で発売予定です。米国FDA承認審査も進行中であり、糖尿病ケアのパラダイムシフトを促進する画期的な
進展です。
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▶ 技術者の視点

「世界初」のデュアルアナライトセンサーとしてCEマークを取得したことは、その技術の信頼性と臨床
的有用性を示す重要な指標です。ただし、具体的な測定精度（MARD値など）や、ケトン体測定の臨床
的閾値における性能については、今後の詳細なデータ開示を注視する必要があります。特に、DKAの早
期検出において、どの程度のケトン体濃度変化を、どれだけ迅速に、どの程度の信頼性で検出できるか
が重要です。 【機会】日本の医療機器メーカーはデュアルセンサー技術の導入や競合製品開発で市場参
入が可能。材料メーカーは生体適合性材料、センサー電極材料などで貢献できます。【脅威】デュアル
センサーが標準化された場合、既存CGM製品の競争力低下や、海外企業の技術先行による市場シェア喪
失のリスクがあります。 【R&D;】グルコースとケトン体以外の多項目同時測定センサーの開発に着手
し、差別化を図る。【医療機器開発】センサーの小型化、低消費電力化、無線通信技術の最適化を検討
する。【経営企画】欧州市場でのLibre
Duoの動向を注視し、日本市場への導入戦略や提携の可能性を探る。
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深掘り ③ ― 糖尿病性腎症向け多項目ウェアラブルS
#18 | 2026/05/27 | ACS Nano | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

糖尿病性腎症患者の日常管理のため、pH、グルコース、尿酸を間質液中で動的にモニタリングできるウェアラブルな連
続多項目センサーシステムが開発されました。皮膚に挿入される中空マイクロニードルを使用し、異なる電極表面を修
飾することで、複雑な間質液環境で高い特異性を達成しています。

動物モデルで高い相関性と低い平均絶対相対偏差（MARD）を示し、pH自己校正機能も搭載。これにより、患者は日々
の体調変化と腎機能への影響をリアルタイムで把握でき、個別化された治療介入や生活習慣の調整が可能になる大きな
可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

動物モデル（SDラット）での「高い相関性」と「低いMARD」は非常に有望な結果ですが、ヒトでの臨
床応用にはさらなる検証が必要です。特に、ヒトの皮膚構造や間質液の組成はラットとは異なり、長期
的な生体適合性、感染リスク、そして測定精度の一貫性が課題となります。pH自己校正機能は安定性向
上に寄与しますが、実際の日常環境でのドリフト抑制能力を評価する必要があります。 【機会】日本の
材料メーカーは生体適合性高分子、マイクロニードル材料、電極修飾材料の開発で貢献可能。医療機器
メーカーはウェアラブル多項目センサーデバイスの設計・製造、データプラットフォーム開発で市場を
狙えます。【脅威】海外で同様の技術が先行し、市場を寡占されるリスクや、医療機器としての承認プ
ロセスにおける時間とコストが課題です。 【R&D;】マイクロニードル材料の生体適合性・耐久性に関
する研究を強化し、ヒト応用への課題を洗い出す。【医療機器開発】多項目センサーから得られるデー
タを活用した、糖尿病性腎症の早期診断・進行予測AIの開発を検討する。【経営企画】糖尿病性腎症の
市場規模と、本技術がもたらす医療経済的インパクトを評価し、事業化戦略を立案する。

その他の注目記事
AI搭載分光計チップ、砂粒サイズにまで実験室技術を小型化 (SPIE)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIと特殊センサーアレイでスペクトルを計算的に再構築する砂粒サイズの分光計チップは、診断、食品、環境監視に革
新をもたらす可能性を秘める。

世界初：リング型カフレス血圧計「CART BP pro」が高血圧ガイドラインに採択 (Press Release Hub)
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

指に装着するだけで24時間血圧を測定できるリング型カフレス血圧計が、高血圧ガイドラインに世界で初めて採択。高
血圧管理の利便性を大きく向上させる。

中国発：血液一滴でがんバイオマーカーを検出する小型デバイス (The Star)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

冷蔵庫大のがん検出システムを手のひらサイズに小型化し、血液一滴で早期肺がんバイオマーカーを94.9%の精度で検
出。POCT化で診断アクセスを改善。

自己給電型バイオセンシングの進化：エントロピー制御ナノ触媒と機械学習の統合 (Analytical Chemistry - ACS Publications)
技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○

エントロピー駆動DNAナノテクノロジーとAIを統合した自己給電型センサーが、超高感度検出と263倍の小型化を実現
。次世代診断の汎用フレームワークを確立。

Glucotrack、ADA年次総会で植込み型連続血糖モニタリング技術を披露 (MarketScreener)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

ウェアラブル不要で3年間連続血糖モニタリング可能な植込み型CBGM技術が発表。糖尿病患者の利便性とQOLを劇的
に向上させる可能性。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】深掘り記事で言及された新技術（東大チップ、デュアルセンサー、多項目マイクロニードル）の原理
と応用可能性について、社内技術勉強会を実施し、自社技術との関連性を議論する。

• 【調達】Dexcomの製品盗難事例（#07）を他社事例として共有し、サプライチェーンにおける製品セキュリテ
ィ強化策について再確認する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】AIと材料科学の融合によるセンサー開発（#03, #19, #25）の動向を調査し、自社の研究テーマと
して取り組むべき領域を特定する。特に、自己給電型や超小型化技術の可能性を評価する。

• 【経営企画】バイオセンサー市場の成長トレンド（#14）と、ウェアラブルデバイスの多機能化（#01, #05,
#06, #11）が自社事業に与える影響を分析し、新規事業参入や既存事業強化の機会を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】非侵襲・低侵襲での多項目バイオマーカー連続モニタリング技術（#01, #18）の実用化に向けた材
料開発（生体適合性ハイドロゲル、マイクロニードルなど）と、データ解析アルゴリズム開発のロードマップを
策定する。

• 【医療機器開発】植込み型センサー（#21）やクローズドループシステム（#26）など、次世代糖尿病管理技
術の動向を継続的に追跡し、将来的な製品ポートフォリオへの組み込みを検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-30
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汗を利用するウェアラブルセンサー：継続的な健康モニタ
リングの新時代

概要

カリフォルニア大学アーバイン校の研究者チームが、汗中のバイオマーカーを分析す
ることで継続的な健康状態監視を可能にする、ウェアラブルでワイヤレス、バッテリ
ー不要のバイオエレクトロニクスセンサー「IREM-W2MS3」を開発しました。この柔

軟な皮膚パッチは、コルチゾール、グルコース、乳酸、尿素を同時に測定し、ストレ
ス応答、代謝活動、腎機能などを追跡します。特に、センシング表面の自己再生機能
と発汗誘発能力により、長期的な連続動作を実現する点が革新的です。

公開日 2026年05月26日  Tech Briefs  アメリカ



詳細

背景と技術的特徴

従来のウェアラブルデバイスは、主に身体活動や心拍数などの物理的指標を追跡してい
ましたが、体液中の分子レベルでのバイオマーカー分析は限定的でした。カリフォルニ
ア大学アーバイン校の研究者たちは、このギャップを埋めるべく、汗を分析する新しい
バイオエレクトロニクスセンサー「IREM-W2MS3」を開発しました。このデバイスは柔
軟な皮膚パッチ型であり、ワイヤレスかつバッテリー不要で動作します。汗中のコルチ
ゾール（ストレス）、グルコース（血糖）、乳酸（運動）、尿素（腎機能）といった複
数のバイオマーカーを同時に、かつ連続的に測定する能力を持っています。

主要な機能と性能

IREM-W2MS3センサーの最大の特徴は、長期使用における精度維持と利便性です。この
センサーは、使用中に汗のセンシング表面を自己再生する機能を持ち、センサーの信頼
性を高めます。さらに、必要に応じて発汗を誘発する機能を備えているため、乾燥した
環境や活動量の少ない状況でも必要な量の汗サンプルを得ることができます。これによ
り、最大で21日間という長期間にわたり、安定した連続モニタリングが可能になりま
す。また、複数のバイオマーカーを同時に測定できるため、個人の健康状態をより包括
的に、リアルタイムで把握することが期待されます。

臨床的・社会的価値と展望

このウェアラブル汗センサーは、慢性疾患管理、ストレスモニタリング、アスリートの
パフォーマンス最適化など、幅広い分野での応用が期待されます。糖尿病患者の血糖値
管理、過度なストレスレベルの早期検出、トレーニング中の脱水状態や疲労度の把握な
ど、個人の健康データを継続的に提供することで、予防医療やパーソナライズされた健
康管理に貢献します。将来的には、これらのデータがAIと組み合わせられることで、よ
り個別化された健康アドバイスや早期介入が可能となり、人々の生活の質向上に寄与す
るでしょう。特に非侵襲的なモニタリングが可能である点は、患者の負担を大幅に軽減
する上で重要です。

元記事: https://www.techbriefs.com/component/content/article/tb/stories/news/46299

https://www.techbriefs.com/component/content/article/tb/stories/news/46299


収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



Dexcomの連続血糖モニタリング、病院内使用でFDA画期
的医療機器指定を取得

概要

Dexcomの連続血糖モニタリング（CGM）技術が、米国食品医薬品局（FDA）から病院
内での使用を目的とした画期的な医療機器指定を受けました。この指定は、入院患者
の血糖管理におけるCGM技術の導入を加速させる重要な一歩です。CGMは、患者の血

糖値を遠隔で継続的に監視することを可能にし、医療従事者と患者間の接触を減ら
し、院内感染リスクを低減する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月23日  HCPLive  アメリカ



詳細

背景と画期的な医療機器指定の意義

入院患者の血糖管理は、合併症予防と治療成績向上のために極めて重要です。しかし、
従来の指先穿刺による血糖測定は、頻繁な介入が必要であり、医療スタッフの負担や患
者の不快感を伴いました。このような状況の中、Dexcomの連続血糖モニタリング
（CGM）技術が、米国食品医薬品局（FDA）から病院内使用を目的とした「画期的な医
療機器指定（Breakthrough Device Designation）」を付与されました。この指定は、重
篤な疾患や状態に対する治療や診断を画期的に改善する可能性のあるデバイスに与えら
れ、FDAの審査プロセスを迅速化するものです。

Dexcom CGM技術の病院内応用

DexcomのCGM技術は、入院患者の血糖値をほぼリアルタイムで継続的に監視する能力
を提供します。これにより、医療従事者は患者の血糖変動をより詳細に把握し、低血糖
や高血糖イベントに迅速に対応することが可能になります。特に、糖尿病性ケトアシド
ーシス（DKA）や高血糖昏睡状態のリスクがある患者、または手術後や集中治療室
（ICU）の患者において、厳格な血糖管理が求められる場合に大きな利点となります。
遠隔監視機能は、医療スタッフと患者の物理的な接触回数を減らし、COVID-19のよう
な感染症拡大時における医療従事者のウイルス曝露リスクを低減する上でも貢献しま
す。

臨床的価値と将来の展望

このFDA指定は、病院における血糖管理のパラダイムシフトを促進するものです。医療
従事者は、CGMから得られる豊富なデータに基づいて、よりパーソナライズされた治療
計画を立案し、患者の安全性を高めることができます。また、継続的なデータは、血糖
管理プロトコルの最適化や、医療資源の効率的な配分にも役立ちます。将来的には、病
院内でのCGMの普及が、入院患者の血糖関連合併症の発生率を低減し、入院期間の短
縮、ひいては医療コストの削減に繋がる可能性を秘めています。これは、患者ケアの質
を向上させるだけでなく、医療システム全体の効率化にも貢献する画期的な進展と言え
るでしょう。

元記事: https://www.hcplive.com/view/fda-grants-dexcom-cgm-breakthrough-designation-for-in-

https://www.hcplive.com/view/fda-grants-dexcom-cgm-breakthrough-designation-for-in-hospital-use


hospital-use

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hcplive.com/view/fda-grants-dexcom-cgm-breakthrough-designation-for-in-hospital-use


AI搭載分光計チップ、砂粒サイズにまで実験室技術を小型
化

概要

カリフォルニア大学デービス校の研究者チームが、光と化学物質を分析できるAI搭載
分光計チップを開発し、実験室規模の分光分析を砂粒サイズにまで小型化しました。
この画期的な技術は、病気の診断、食品検査、汚染監視など、多岐にわたる分野での

応用が期待されます。従来の分光計が物理的な光の分離に依存するのに対し、このチ
ップはAIと特殊センサーアレイを用いてスペクトルを計算で再構築します。

公開日 2026年05月26日  SPIE—International Society for Optics and Photonics  アメリカ



詳細

背景と小型化の課題

分光分析は、光と物質の相互作用を利用して化学物質を同定・定量する基本的な分析ツ
ールであり、科学研究から産業応用まで幅広い分野で不可欠です。しかし、従来の分光
計は、プリズムや回折格子といった光学部品を必要とするため、一般的に大型で高価で
した。このサイズとコストが、フィールドでの迅速な分析やウェアラブルデバイスへの
統合を妨げる大きな障壁となっていました。このような背景の中、カリフォルニア大学
デービス校の研究者らは、分光分析技術の小型化と高性能化を目指して研究を進めてき
ました。

AIによる革新的な分光計チップ

開発された新しいAI搭載チップは、実験室規模の分光分析機能を、驚くべきことに砂粒
ほどのサイズにまで縮小しました。この小型化は、従来の分光計とは異なる原理に基づ
いています。従来の分光計が光を物理的に波長ごとに分離して検出するのに対し、この
AIチップは、人工知能と特殊なセンサーアレイを組み合わせて、光のスペクトルパター
ンを計算によって再構築します。これにより、物理的な光学部品を最小限に抑え、デバ
イスのサイズと複雑さを劇的に削減することが可能となりました。AIアルゴリズムは、
センサーアレイからの入力データと既知のスペクトルパターンを比較・学習すること
で、高精度なスペクトル情報を高速に導き出します。

応用分野と将来の展望

この超小型AI搭載分光計チップは、さまざまな分野に革新をもたらす可能性を秘めてい
ます。例えば、医療分野では、携帯型デバイスでの迅速な病気診断やバイオマーカー検
出に応用でき、早期診断やポイントオブケア診断の向上に貢献します。食品産業では、
食品の品質検査や偽造防止に、環境分野では、水質・大気汚染物質のリアルタイム監視
に利用できます。さらに、ウェアラブルセンサーやIoTデバイスへの統合により、これ
まで不可能だった場所での連続的な化学分析が実現し、スマートシティや精密農業、さ
らには宇宙探査といった新たなフロンティアを開拓する可能性も秘めています。

元記事: https://spie.org/news/ai-powered-spectrometer-chip-shrinks-lab-technology-to-the-size-of-a-

https://spie.org/news/ai-powered-spectrometer-chip-shrinks-lab-technology-to-the-size-of-a-grain-of-sand


grain-of-sand

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spie.org/news/ai-powered-spectrometer-chip-shrinks-lab-technology-to-the-size-of-a-grain-of-sand


#04 東京大学が開発：発熱を伴わずに1000倍高速な次世
代チップ要素

概要

東京大学の研究チームは、既存の半導体チップに比べて1,000倍高速に情報を処理しな
がら、余分な熱を発生させない新しいチップ要素を開発したと発表しました。この技
術は、電子信号を磁気情報に変換することで高速化に伴う発熱というボトルネックを

克服します。実現すれば、データセンターの電力消費を大幅に削減し、充電頻度の少
ない高速電子機器の普及を可能にする画期的な進展です。

公開日 2026年05月22日  TechCrunch (TCD経由)  日本



詳細

研究背景と既存技術の課題

現代のデジタル社会は、半導体チップの性能向上によって支えられています。しかし、
チップの処理速度を高めると、それに比例して発生する熱量も増大し、これが性能向上
の大きな障壁となっています。特にデータセンターなど、大量の情報を高速処理する場
所では、冷却システムが莫大な電力を消費し、環境負荷も課題となっています。東京大
学の研究チームは、この「熱の壁」を突破するべく、根本的に異なる情報処理方式を模
索してきました。

磁気情報変換によるブレークスルー

東京大学の研究チームが開発したのは、電子信号を磁気情報に変換して処理する新しい
タイプのチップ要素です。この技術は、電子の電荷ではなく、スピンと呼ばれる磁気的
性質を利用することで、情報伝達におけるエネルギー損失を最小限に抑え、余分な熱の
発生を抑制します。これにより、既存のシリコンベースのチップと比較して、理論上
1,000倍もの高速処理を、発熱を増やさずに実現できる可能性を秘めています。この原
理的なブレークスルーは、半導体物理学と材料科学の深い理解に基づいており、これま
での電子工学の限界を超えるものです。

社会的・産業的影響と今後の展望

この新技術が実用化されれば、情報技術の多くの分野に革命をもたらすでしょう。最も
直接的な恩恵は、データセンターの電力消費の大幅な削減です。現在、データセンター
は世界の電力の大きな割合を占めており、その冷却コストは運用費の大部分を占めま
す。発熱の少ない高速チップは、この問題を根本的に解決し、持続可能なITインフラの
実現に貢献します。また、スマートフォンやノートパソコンといった消費者向け電子機
器も、より高速で長時間駆動し、充電頻度が少なくなることが期待されます。将来的に
は、AI処理能力の飛躍的な向上や、量子コンピューティングへの応用など、多岐にわた
る分野でのイノベーションを加速させる可能性を秘めています。

元記事: https://tcd.com/2026/05/22/scientists-say-new-chip-could-be-1000-times-faster-without-

https://tcd.com/2026/05/22/scientists-say-new-chip-could-be-1000-times-faster-without-generating-extra-heat/


generating-extra-heat/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#05 Ōuraリング、FDA方針変更を受け血圧モニタリング
機能を追加へ

概要

スマートリング「Ōura」が、FDAの方針変更を受けて、6月に新たな健康・ウェルネス
機能の展開を予定しており、これには夜間の血圧パターン追跡ツールが含まれます。
この機能は、夜間の血圧変動傾向と、睡眠、ストレス、運動といった日常習慣との関

連性を示すことを目的としています。FDAは、デジタルヘルス技術が直接的な治療ア
ドバイスではなく、情報提供に留まる限り、医療機器としての厳格な規制を緩和する
姿勢を示しています。

公開日 2026年05月28日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

背景：高まるウェアラブルとFDAの規制対応

近年、ウェアラブルデバイスはフィットネス追跡からより高度な健康モニタリングへと
進化を遂げています。それに伴い、米国食品医薬品局（FDA）は、これらのデバイスが
提供する情報の性質に応じた規制アプローチを検討してきました。特に、直接的な診断
や治療を意図せず、情報提供を主目的とするウェルネスデバイスについては、従来の医
療機器ほどの厳格な審査を求めない方針に転換しつつあります。この方針変更が、Ōura

リングのようなデバイスが新たな生理学的指標のモニタリング機能を追加する動きを後
押ししています。

Ōuraリングの新機能：夜間血圧と呼吸パターンの追跡

Ōuraは、その最新スマートリングの発売に続き、2026年6月に複数の健康・ウェルネス
機能の展開を計画しています。最も注目される新機能の一つが、夜間の血圧パターンを
追跡するツールです。Ōuraは、この血圧機能はユーザーに夜間の血圧変化の傾向と、そ
れが睡眠、ストレスレベル、運動習慣などの日常的な行動とどのように関連しているか
を示すことを目的としていると説明しています。さらに、30日間にわたる夜間の呼吸デ
ータ（呼吸数など）を表示する機能も追加される予定です。これらの機能は、あくまで
傾向分析と自己管理のための情報提供であり、診断や治療を目的としたものではありま
せん。

業界への影響と今後の展望

Ōuraリングによる夜間血圧追跡機能の導入は、ウェアラブル市場における競争をさらに
激化させるとともに、ユーザーが自身の健康データをより深く理解し、ライフスタイル
改善に繋げるための新たな機会を提供します。FDAの柔軟な規制アプローチは、革新的
なデジタルヘルス技術の市場投入を促進し、企業はより迅速に新機能を展開できるよう
になります。しかし、情報の正確性とユーザーへの適切な情報提供のバランスは引き続
き重要です。将来的には、このようなウェルネスデバイスが収集するデータが、個人の
健康増進だけでなく、広範な公衆衛生データの一部として活用される可能性も秘めてお
り、パーソナライズドヘルスケアの推進に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://www.medtechdive.com/news/oura-blood-pressure-fda-wearable-smart-ring/717462/

https://www.medtechdive.com/news/oura-blood-pressure-fda-wearable-smart-ring/717462/


収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#06 最新のŌuraとFitbitウェアラブル：スマート化と健康
効果の検証

概要

最新のŌuraとFitbitのウェアラブルデバイスは、デザインと機能の両面で進化し、より
スマートで洗練されたものになっています。アメリカの消費者は、これらの高度な健
康トラッカーに頼って多様な生体データを収集し、AIプラットフォームを通じてパー

ソナライズされた食事や運動の推奨事項を得ています。これは、単なるフィットネス
追跡から、より統合された組み込み型の健康デバイスへの市場の明確なシフトを示し
ています。

公開日 2026年05月29日  Morningstar (Dow Jones経由)  アメリカ



詳細

背景：ウェアラブル市場の進化

ウェアラブルデバイス市場は、初期の歩数計や心拍数モニターから、より洗練された多
機能な健康トラッカーへと急速に進化しています。特にŌuraとFitbitのような主要ブラ
ンドは、ユーザーの健康状態を包括的に把握するための高度なセンサーとデータ解析能
力を統合することで、市場を牽引してきました。消費者はもはや単なるアクティビティ
追跡に満足せず、より深い洞察とパーソナライズされた健康管理ソリューションを求め
ています。

最新デバイスの進化とAIの役割

最新のŌuraおよびFitbitのウェアラブルデバイスは、そのスマートさと洗練されたデザ
インで際立っています。これらのデバイスは、心拍数、睡眠パターン、皮膚温度、活動
量といった多様な生体データを高精度で収集します。収集されたデータは、内蔵または
クラウドベースの人工知能（AI）プラットフォームに送られ、個々のユーザーの行動パ
ターン、生理学的応答、健康目標に基づいて、パーソナライズされた食事や運動に関す
る推奨事項を生成します。例えば、AIはユーザーの睡眠の質を分析し、最適な運動時間
やリカバリー戦略を提案することができます。このようなデータの収集とAIによる解釈
は、デバイスを単なる追跡ツールではなく、実用的な健康アドバイザーに変貌させてい
ます。

市場の変革と今後の展望

この動向は、ウェアラブル市場が「フィットネス追跡」から「組み込み型健康デバイ
ス」へと明確にシフトしていることを示しています。これにより、ユーザーは自身の健
康状態について、より積極的かつ情報に基づいた意思決定を行うことが可能になりま
す。将来的には、これらのデバイスが医師や医療システムと連携し、遠隔患者モニタリ
ングや予防医療の一環として活用される可能性が高まります。ただし、データのプライ
バシー、セキュリティ、そして提供される推奨事項の医学的妥当性については、引き続
き厳格な検証と規制の枠組みが必要となるでしょう。ウェアラブルは、個人の健康管理
を日常に深く統合し、予防的なアプローチを強化する上で中心的な役割を果たすと期待
されています。

元記事: https://www.morningstar.com/news/dow-jones/2026/05/29/the-latest-oura-and-fitbit-

https://www.morningstar.com/news/dow-jones/2026/05/29/the-latest-oura-and-fitbit-wearables-are-smarter-and-sleeker-than-ever-but-do-they-keep-you-healthy


wearables-are-smarter-and-sleeker-than-ever-but-do-they-keep-you-healthy

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#07 Dexcom、廃棄製品の盗難発覚とユーザーへの影響通
知

概要

糖尿病技術企業のDexcomは、廃棄予定だった自社製品が盗まれ、市場で転売されてい
たことを発見し、影響を受ける可能性のあるユーザーに通知しました。特定されたの
は、滅菌不良による感染リスクや内部テスト不合格による測定値不良のリスクがある

G7センサーのロットです。Dexcomは、ユーザーの安全確保と犯罪調査のため、規制
当局と緊密に連携しています。

公開日 2026年05月26日  Businesswire (PRF Technologies経由)  アメリカ



詳細

事件の概要とDexcomの対応

血糖モニタリング技術の主要企業であるDexcomは、重大な製品セキュリティ違反を発
表しました。同社は、廃棄される予定だった連続血糖モニタリング（CGM）センサーが
盗まれ、その後正規ではない経路で市場に転売されていたことを確認しました。この事
態を受けて、Dexcomは直ちに対応し、影響を受ける可能性のあるユーザーに対して通
知を行い、具体的な製品ロットを特定しました。これは、患者の安全と製品の完全性に
対する企業の責任を問うものです。

製品リスクの詳細

盗難され転売された製品には、重大なリスクが伴うことが指摘されています。具体的に
は、2つのロットのG7センサーについて、滅菌処理が不適切である可能性があり、使用
した場合に感染症のリスクが高まることが懸念されています。さらに、別のロットにつ
いては、社内テストにおいて高い失敗率が確認されており、センサーが正確な血糖値デ
ータを提供できない、あるいは全く測定値が得られないリスクがあることが明らかにさ
れました。これらの欠陥は、糖尿病患者が適切な治療判断を下す上で極めて重要な情報
を提供するCGMの信頼性を損なうものです。

規制当局との連携と将来への教訓

Dexcomは、この犯罪行為を徹底的に調査し、ユーザーの安全を確保するため、米国の
規制当局およびその他の関連機関と緊密に協力しています。製品のサプライチェーンに
おけるセキュリティの強化は、今後のデジタルヘルス企業にとって喫緊の課題となるで
しょう。今回の事件は、単なる製品の盗難に留まらず、医療機器の品質管理、流通経路
の監視、そして患者安全に対する企業の倫理的・法的責任の重要性を改めて浮き彫りに
しました。デジタルヘルス技術の普及が進む中で、このようなセキュリティ違反が患者
の信頼を損ねることのないよう、業界全体での対策強化が求められます。

元記事: https://finance.yahoo.com/news/dexcom-uncovers-theft-scrapped-product-120000213.html

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://finance.yahoo.com/news/dexcom-uncovers-theft-scrapped-product-120000213.html


#08 アボット、グルコースとケトンのデュアル測定センサ
ーでCEマーク取得

概要

アボット社は、グルコースとケトンの両方を同時に測定できる世界初のデュアルアナ
ライトセンサー「Libre Duo」および「Libre Duo 10 Day」システムで欧州のCEマーク
を取得しました。この技術は、糖尿病患者が血糖値を管理し、糖尿病性ケトアシドー

シス（DKA）の警告サインであるケトンレベルの上昇を早期に検出するのに役立ちま
す。アボットは、今年後半に一部の欧州諸国で本システムの発売を予定しています。

公開日 2026年05月27日  MedTech Dive  アメリカ



詳細

背景：糖尿病管理の進化と未解決の課題

糖尿病管理において、連続血糖モニタリング（CGM）システムは大きな進歩をもたらし
ました。しかし、血糖値だけでは、糖尿病性ケトアシドーシス（DKA）のような急性合
併症のリスクを完全に評価することはできませんでした。DKAは、インスリン欠乏によ
り体内でケトン体が過剰に生成されることで発症する重篤な状態であり、特に1型糖尿
病患者にとって命にかかわる可能性があります。従来のケトン測定は、血液検査や尿検
査で行われるため、リアルタイムの連続的なモニタリングが困難でした。このギャップ
を埋めるべく、アボットはグルコースとケトンの両方を同時に測定できる技術の開発に
注力してきました。

世界初のデュアルアナライトセンサー「Libre Duo」

アボット社が今回欧州のCEマークを取得した「Libre Duo」および「Libre Duo 10 Day」
システムは、グルコースとケトンの両方を1分間隔で継続的に測定できる世界初のウェ
アラブル生体センサーです。このセンサーは、皮膚に装着するだけで、間質液中のグル
コース濃度とケトン体濃度をリアルタイムで提供します。特に、ポンプの故障、インス
リン投与の中断、あるいは激しい運動や疾患ストレス時など、血糖値だけではDKAリス
クを評価しにくい状況で、ケトン体上昇を早期に検知できることは、患者と医療従事者
にとって非常に価値のある情報となります。Libre Duoは最長15日間、Libre Duo 10 Day

は最長10日間装着が可能です。

臨床的意義と今後の展望

「Libre Duo」システムの導入は、糖尿病管理に新たな局面をもたらします。リアルタ
イムのケトン体情報により、患者はDKAのリスクを早期に認識し、医療介入を迅速に受
けることができます。これは、重篤な合併症の予防だけでなく、入院の必要性を減ら
し、糖尿病患者の生活の質を向上させる上で重要な意味を持ちます。アボットは、今年
後半に一部の欧州諸国でこのシステムを発売する予定であり、米国FDAによる承認審査
も進行中です。競合他社もケトンモニタリング市場への参入を模索する中、アボットの
この動きは、糖尿病ケアの未来におけるケトン体モニタリングの重要性を確立する大き
な一歩となるでしょう。



元記事: https://www.medtechdive.com/news/abbott-ce-mark-libre-duo-glucose-ketone-sensor/717460/

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#09 唾液中の微生物検査が食道扁平上皮がんのリスク評価
に貢献する可能性

概要

新しい研究により、唾液中の微生物シグネチャーが食道扁平上皮がん（ESCC）の早期
発見に役立つ可能性が示唆されました。南アフリカのウィッツ大学の研究者らは、口
腔マイクロバイオームがESCCの低コストなトリアージシグナルとして機能するかを評

価。唾液中のバクテリアをプロファイルし、機械学習を適用することで、ESCCに関連
する独特の微生物パターンを特定しました。この非侵襲的アプローチは、ESCCのスク
リーニングを改善する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月21日  LabMedica International  南アフリカ



詳細

背景：食道扁平上皮がんの課題と非侵襲的診断の必要性

食道扁平上皮がん（ESCC）は、世界的に罹患率と死亡率が高い疾患であり、特にアジア
やアフリカの一部地域で顕著です。早期発見が治療成績に大きく影響するにもかかわら
ず、現在の診断法（内視鏡検査など）は侵襲的で費用がかかるため、大規模なスクリー
ニングには限界があります。このため、低コストで非侵襲的な早期トリアージツールの
開発が喫緊の課題となっています。近年、マイクロバイオームと疾患の関連性が注目さ
れており、特に口腔マイクロバイオームは、食道と直接繋がっていることから、ESCCの
バイオマーカーとしての可能性が探られていました。

唾液微生物シグネチャーによるESCCリスク評価

南アフリカのウィッツ大学シドニー・ブレンナー分子バイオサイエンス研究所の研究者
チームは、唾液中の微生物シグネチャーがESCCのリスク評価に利用できる可能性を検証
しました。彼らは、ESCC患者と健常者の唾液サンプルから口腔マイクロバイオームを収
集し、次世代シーケンシング技術を用いてバクテリアの種類と量を詳細にプロファイル
しました。その後、この微生物データを機械学習アルゴリズムに適用し、ESCC患者群に
特有の微生物パターン（シグネチャー）を識別することに成功しました。この結果は、
特定の細菌種またはその比率がESCCの存在と強く関連していることを示唆しています。

臨床的応用と将来の展望

この唾液を用いた微生物検査は、ESCCの早期トリアージシグナルとして、大きな臨床的
価値を持つ可能性があります。非侵襲的であるため、患者の負担が少なく、比較的安価
で簡便に実施できることから、内視鏡検査などの侵襲的検査の前に、高リスクの個人を
効率的に特定するためのスクリーニングツールとして活用できるでしょう。これによ
り、医療資源をより効果的に配分し、ESCCの早期発見率と治療成功率の向上に貢献する
ことが期待されます。今後は、大規模な臨床コホートでの検証や、特定の微生物シグネ
チャーと疾患進行度の関連性解明が、実用化に向けた重要なステップとなります。

元記事: https://www.labmedica.com/molecular-diagnostics/articles/294793617/microbial-saliva-test-

https://www.labmedica.com/molecular-diagnostics/articles/294793617/microbial-saliva-test-could-help-triage-esophageal-cancer-risk.html
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#10 2026年5月のデジタルヘルス動向：AIの進展と在宅医
療の加速

概要

2026年5月はデジタルヘルス分野の継続的な進歩を示し、人工知能（AI）が創薬や中核
インフラに拡大し、新しい連邦経路がデバイスアクセスと在宅医療を加速させていま
す。メディケア・メディケイド・サービスセンター（CMS）は、相互運用可能なツー

ルやメディケアアプリライブラリなどを展開。また、自己給電型スマートファブリッ
クの研究開発も進んでおり、心拍数や体温などの健康指標を追跡しながら、体熱や動
きから電力を生成できるセンサー内蔵型ファブリックが開発されています。

公開日 2026年05月22日  NanoApps Medical  アメリカ



詳細

背景：デジタルヘルス分野の急速な進化

デジタルヘルス分野は、テクノロジーの進歩と医療ニーズの変化によって急速に拡大し
ています。特にAI、IoT、ウェアラブル技術の統合は、診断、治療、予防医療のあり方
を根本的に変えつつあります。2026年5月のデジタルヘルス動向は、このような進化の
さらなる加速を示すものであり、患者中心のケアモデルへの移行を強調しています。政
策面でも、在宅医療や遠隔医療へのアクセスを改善するための動きが活発化していま
す。

AIの医療応用と政府の取り組み

最新の動向では、AIが創薬プロセスや医療インフラの最適化において、その役割を拡大
しています。例えば、AIは膨大な医療データを分析し、新たな治療法や薬剤候補の特定
を加速させることが期待されています。また、米国ではメディケア・メディケイド・サ
ービスセンター（CMS）が、デジタルヘルスエコシステムを強化するための初のツール
群を導入しました。これには、医療機器間の相互運用性を高めるツール、メディケア受
給者向けのアプリケーションライブラリ、そして患者が自宅で利用できるさまざまなア
プリケーションが含まれます。これらの取り組みは、技術の普及と利用促進を通じて、
より効率的でアクセスしやすい医療サービスの提供を目指しています。

自己給電型スマートファブリックの登場と展望

デジタルヘルスの最前線では、自己給電型スマートファブリックの研究開発が進んでい
ます。これは、着用者の体温や動きといった生体エネルギーから電力を生成できるセン
サー内蔵型ファブリックです。この技術により、外部電源なしで心拍数、呼吸数、体温
などの重要な健康指標を継続的に追跡することが可能になります。自己給電型ウェアラ
ブルデバイスは、充電の手間をなくし、より長期間のモニタリングを可能にすること
で、ユーザーの利便性を大幅に向上させます。将来的には、これらのスマートファブリ
ックが、医療機関での臨床モニタリング、高齢者の見守り、アスリートのパフォーマン
ス管理など、多岐にわたる分野で活用され、パーソナライズドヘルスケアの新たな基盤
を築くことが期待されています。

元記事: https://nanoappsmedical.com/recent-digital-health-trends-insights-and-news-may-2026/

https://nanoappsmedical.com/recent-digital-health-trends-insights-and-news-may-2026/
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#11 世界初：リング型カフレス血圧計「CART BP pro」が
高血圧ガイドラインに採択

概要

Sky Labs社のリング型カフレス血圧モニター「CART BP pro」が、2026年大韓高血圧学
会の高血圧管理ガイドラインに世界で初めて採択されました。このデバイスは、腕に
カフを巻くことなく指に装着するだけで24時間血圧を測定でき、AIディープラーニン

グ技術を用いて光電脈波（PPG）からデータを分析します。日常生活や睡眠中の継続
的なモニタリングを可能にし、患者の不快感を最小限に抑える画期的な技術です。

公開日 2026年05月26日  Press Release Hub  韓国



詳細

背景：高血圧管理の課題とウェアラブルの可能性

高血圧は、心血管疾患の主要な危険因子であり、その効果的な管理は公衆衛生上極めて
重要です。従来の血圧測定は、医療機関でのスポット測定や、家庭での腕帯（カフ）式
自動測定が主流でしたが、いずれも測定時の拘束感や、夜間などの継続的なモニタリン
グの困難さという課題がありました。このような中、ウェアラブル技術の進化は、より
非侵襲的で継続的な生理学的データ収集の可能性を広げ、特にカフレス血圧計の開発に
期待が寄せられていました。

「CART BP pro」：リング型カフレス血圧計の革新

韓国のSky Labs社が開発したリング型カフレス血圧モニター「CART BP pro」は、この
分野における画期的な進展です。このデバイスは、腕にカフを巻く必要がなく、指に装
着するだけで血圧を測定できます。特に注目すべきは、この「CART BP pro」が「2026
年大韓高血圧学会高血圧管理ガイドライン（第6版）」に正式に統合されたことです。
これは、リング型血圧計が世界の主要な高血圧治療ガイドラインに組み込まれた初の事
例であり、その精度と臨床的有用性が認められたことを意味します。

AIディープラーニングによる高精度モニタリングと展望

「CART BP pro」は、AIディープラーニング技術を駆使して、光電脈波（PPG）から収
集されたデータを分析し、高精度な血圧測定を実現します。これにより、最小限の不快
感で日常生活や睡眠中に24時間連続的な血圧測定が可能になります。この継続的なデー
タは、日中の血圧変動だけでなく、夜間高血圧や早朝高血圧といった、従来の測定では
見逃されがちだった高血圧パターンを検出するのに役立ちます。ガイドラインへの採用
は、この技術が今後の高血圧診断、モニタリング、治療計画の最適化において中心的な
役割を果たすことを示唆しており、患者の自己管理能力向上と個別化医療の進展に大き
く貢献すると期待されます。

元記事: https://pressreleasehub.com/article/the-era-of-cuffless-is-here-ring-type-blood-pressure-

monitor-cart-bp-pro-becomes-worlds-first-to-be-integrated-into-official-hypertension-guidelines
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#12 中国発：血液一滴でがんバイオマーカーを検出する小
型デバイス

概要

中国・西湖大学の文遼永氏の研究チームが、かつて冷蔵庫大だったがん検出システム
を手に収まるサイズに小型化し、従来の方式より約1万倍の精度向上を実現しました。
このコンパクトなデバイスは、血液一滴で早期がんのバイオマーカーをスクリーニン

グできる可能性を秘めています。3D BICセンシングチップ、LED光源、フォトディテク
ターで構成され、早期肺がん検出で最大94.9%、術後モニタリングで92.1%の精度を示
しています。

公開日 2026年05月26日  The Star  中国



詳細

背景：がん早期検出の課題と小型化のニーズ

がんは依然として世界の主要な死因の一つであり、早期発見が治療成功率を大きく左右
します。しかし、既存のがんスクリーニングや診断法は、侵襲的であったり、大規模な
医療機器を必要としたり、費用が高額であったりするため、多くの人々が定期的な検査
を受けにくいという課題がありました。特に開発途上国や遠隔地では、これらの医療資
源へのアクセスが限られています。このため、より安価で、非侵襲的で、持ち運び可能
な早期がん検出技術の開発が切望されていました。

画期的な小型がん検出デバイスの技術

中国の西湖大学の文遼永氏のチームは、この課題に対し、かつて冷蔵庫ほどの大きさだ
ったがん検出システムを手のひらサイズまで小型化することに成功しました。このデバ
イスは、3D BIC（Biotin-streptavidin Interface Capture）センシングチップ、LED光源、
およびフォトディテクターを統合して構成されています。従来の検出方式と比較して約
1万倍の精度向上を達成したとされており、これはナノテクノロジーと高度なバイオセ
ンシング技術の融合によるものです。血液一滴で、肺がん関連の小型細胞外小胞
（sEVs）のような早期がんバイオマーカーをスクリーニングできる能力を持っていま
す。

臨床的性能と将来への影響

このコンパクトなデバイスは、臨床試験において非常に有望な性能を示しました。早期
肺がんの検出において最大94.9%の精度を達成し、がん治療後のモニタリングにおいて
も92.1%の精度を記録しています。このような高精度かつ小型のデバイスは、医療機関
だけでなく、将来的に自宅での定期的なスクリーニングや、遠隔地の診療所での利用も
可能にするでしょう。これにより、がんの早期発見へのアクセスが劇的に改善され、診
断の機会を増やすことで、世界的にがんによる死亡率の低減に貢献することが期待され
ます。この技術は、精密医療の実現に向けた重要な一歩であり、患者ケアの未来を大き
く変える可能性を秘めています。

元記事: https://www.thestar.com.my/tech/tech-news/2026/05/26/this-compact-chinese-device-can-

https://www.thestar.com.my/tech/tech-news/2026/05/26/this-compact-chinese-device-can-detect-cancer-biomarkers-in-a-drop-of-blood
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#13 感染症診断の未来を再定義する4つのマクロトレン
ド：15分時代とAIの役割

概要

感染症診断の未来を再定義する4つの主要トレンドが進行中で、分子POCT（ポイント
オブケア検査）は15分以内の迅速な結果を可能にする「15分時代」に突入していま
す。これらのプラットフォームは、高精度で多重化された核酸検出を提供し、緊急部

門やプライマリケアでの診断速度を向上。また、AIと堅牢な化学の組み合わせによ
り、診断産業が受動的な対応から予防的・予測的な防御システムへと移行しているこ
とが強調されています。

公開日 2026年05月29日  BioPerfectus  中国



詳細

背景：感染症診断の進化と課題

感染症診断は、パンデミックへの対応、抗菌薬耐性（AMR）の拡大、そして個別化医療
の進展に伴い、急速な変革を遂げています。従来の診断方法は、時間がかかったり、専
門的な設備が必要だったりするため、迅速な治療開始や公衆衛生対策の実施に限界があ
りました。特に緊急部門や遠隔地では、迅速かつ正確な診断が患者の転帰に直結するた
め、そのニーズは高まる一方です。このような背景の中、分子レベルでの診断を迅速に
行うための新しいトレンドが注目されています。

「15分時代」を牽引する分子POCTとAIの融合

感染症診断の未来を再定義する主要なトレンドの一つは、分子ポイントオブケア検査
（POCT）が「15分時代」に突入したことです。これは、高精度で多重化された核酸検
出プラットフォームが、15分以内に結果を提供できるようになったことを意味します。
これにより、緊急部門やプライマリケア診療所のような限られたリソースの環境でも、
迅速な診断が可能となり、患者のトリアージと治療開始を大幅に加速させることができ
ます。さらに、人工知能（AI）と堅牢な化学（robust chemistry）の統合は、診断産業
を従来の受動的な対応モデルから、より予防的かつ予測的な防御システムへと変貌させ
ています。AIは、複雑なデータパターンを分析し、診断の精度向上、新しい病原体の迅
速な特定、さらには将来の感染症アウトブレイクの予測に貢献します。

技術的展望と社会的影響

これらのトレンドは、診断技術のパラダイムシフトを促進しています。分子POCTの小
型化と自動化は、検査室外での利用を可能にし、特に発展途上国や災害地域における医
療アクセスを改善します。AIの活用は、診断プロセスにおける人間のエラーを減らし、
診断の客観性と再現性を高めるだけでなく、大規模な疫学的データの解析を通じて、公
衆衛生戦略の立案にも貢献します。将来的には、これらの技術が統合されることで、個
人の健康状態を継続的にモニタリングし、感染症のリスクを早期に警告する「予測型医
療」システムが実現される可能性があります。これにより、感染症の拡大を未然に防
ぎ、より健康で安全な社会の実現に寄与することが期待されます。

元記事:
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#14 バイオセンサー市場、ヘルスケアと食品安全分野での
採用拡大で急成長

概要

本記事は、MarketsandMarketsが発行したグローバルバイオセンサー市場に関する調
査レポートの概要を紹介しています。この市場は、医療診断、食品安全監視、環境検
査、ウェアラブル医療機器での採用拡大により急速に変化しています。IoT接続医療機

器の台頭が遠隔医療モニタリングとデータ共有の新たな機会を創出し、非侵襲性バイ
オセンサー、フレキシブルウェアラブルデバイス、AI駆動診断などが今後のイノベー
ションの焦点です。

公開日 2026年05月28日  MarketsandMarkets  市場調査会社



詳細

本記事はMarketsandMarketsが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

本レポートは、グローバルバイオセンサー市場に焦点を当て、その急速な成長と変革の
要因を分析しています。主要な採用分野として、医療診断、食品安全監視、環境検査、
そしてウェアラブル医療機器が挙げられています。特に、IoT（モノのインターネッ
ト）技術と連携した医療機器の台頭が、遠隔医療モニタリングやリアルタイムデータ共
有に新たな機会をもたらし、市場拡大を加速させていると指摘されています。

主要な調査結果

バイオセンサー市場は、ヘルスケア分野における疾患の早期発見と個別化医療の進展、
食品産業における品質管理と汚染物質検出の強化、そして環境モニタリングにおける迅
速かつ高感度な検出技術への需要増加により、今後も著しい成長が予測されています。
主要なイノベーションの方向性としては、非侵襲性バイオセンサーの開発、フレキシブ
ルで着用しやすいウェアラブルデバイス、人工知能（AI）を活用した診断能力の向上、
リアルタイムの遠隔モニタリングシステム、そして超高感度なナノセンサー技術が挙げ
られています。これらの技術進歩は、バイオセンサーの精度、利便性、応用範囲をさら
に拡大させることが期待されます。

発行会社について

MarketsandMarketsは、グローバルな市場調査およびコンサルティング企業であり、技
術、産業、市場に関する詳細な分析と予測レポートを提供しています。広範な分野にわ
たる専門知識を持ち、企業の戦略策定や意思決定をサポートするための信頼性の高い市
場インテリジェンスを提供することで知られています。同社は、最新の市場トレンド、
成長機会、競争環境に関する深い洞察を提供し、顧客が将来の市場変化に対応できるよ
う支援しています。

元記事: https://www.marketsandmarketsblog.com/biosensors-market-expands-with-growing-adoption-

in-healthcare-and-food-safety.html

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketsandmarketsblog.com/biosensors-market-expands-with-growing-adoption-in-healthcare-and-food-safety.html
https://www.marketsandmarketsblog.com/biosensors-market-expands-with-growing-adoption-in-healthcare-and-food-safety.html


#15 PPGからマイクロニードルへ：非侵襲的グルコースモ
ニタリングの次なるフロンティア

概要

ウェアラブル技術は、単なるフィットネス追跡から医療グレードのバイオセンシン
グ、特に連続血糖モニタリング（CGM）へと急速に進化しています。本記事では、光
電容積脈波法（PPG）がグルコースモニタリングには不向きな理由を解説し、マイク

ロニードルベースのプラットフォームが非侵襲性グルコースモニタリングにおける実
用的な短期ソリューションとして注目されていることを紹介します。ウェアラブルバ
イオセンサーの未来は、センシング技術、データシステム、ユーザー中心設計の統合

によって定義されます。

公開日 2026年05月21日  Zimmer & Peacock  イギリス



詳細

背景：非侵襲的グルコースモニタリングの追求

糖尿病患者にとって、血糖値の継続的なモニタリングは不可欠ですが、従来の採血や
CGMのような皮下センサーは侵襲的であり、患者に負担を強いる側面があります。この
ため、痛みがなく、日常生活に溶け込むような非侵襲的なグルコースモニタリング技術
の開発は、長年の研究目標とされてきました。光電容積脈波法（PPG）などの光学的手
法は、心拍数や酸素飽和度（SpO2）の測定には成功していますが、グルコース分子の
検出にはその原理上不向きであり、高い精度と信頼性を実現できていません。

マイクロニードル技術の台頭

PPG技術がグルコースモニタリングの目標を達成できない一方で、マイクロニードルベ
ースのプラットフォームが、非侵襲性という目標に最も近い現実的な短期ソリューショ
ンとして浮上しています。マイクロニードルは、皮膚の表面層（角質層）をわずかに通
過する程度の微細な針の配列であり、神経末端に触れることなく間質液から生体分子を
抽出できます。これにより、ほとんど痛みを感じることなく、血糖値を含む複数のバイ
オマーカーを継続的にモニタリングすることが可能になります。マイクロニードルは、
既存の皮下センサーに比べて侵襲性が低く、患者の抵抗感を軽減し、ウェアラブルデバ
イスへの統合も容易です。

ウェアラブルバイオセンサーの未来と展望

ウェアラブルバイオセンサーの未来は、センシング技術そのものの進化に加えて、デー
タシステムとの統合、そしてユーザー中心の設計によって形作られると予想されます。
高精度なマイクロニードルセンサーから収集されたデータは、AIと機械学習アルゴリズ
ムによって解析され、より個別化された健康洞察や治療推奨へと変換されます。これに
より、患者は自身の血糖変動をより詳細に理解し、糖尿病管理を能動的に行うことがで
きます。また、コスト削減、痛みの軽減、ユーザーの摩擦低減といった利点により、医
療グレードのバイオセンシングが日常生活の一部として広く普及し、予防医療や個別化
医療をさらに推進する重要な役割を果たすことが期待されています。

元記事: https://www.zimmerpeacock.com/blog/from-ppg-to-microneedles-why-

https://www.zimmerpeacock.com/blog/from-ppg-to-microneedles-why-non%E2%80%91invasive-glucose-monitoring-remains-elusive%E2%80%94and-what-comes-next


non%E2%80%91invasive-glucose-monitoring-remains-elusive%E2%80%94and-what-comes-next

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.zimmerpeacock.com/blog/from-ppg-to-microneedles-why-non%E2%80%91invasive-glucose-monitoring-remains-elusive%E2%80%94and-what-comes-next


#16 電気化学バイオセンサー：食品安全と品質監視の新た
な指標

概要

電気化学バイオセンサーは、生物学的反応を測定可能な電気信号に変換することで、
食品安全と品質監視において有望なツールとして注目されています。これらのセンサ
ーは、化学汚染物質、病原体、アレルゲンなど、複雑な食品マトリックス中の幅広い

汚染物質を検出する可能性を秘めています。ボルタンメトリーやインピーダンス電気
化学的手法が主に食品関連ターゲットの分析に利用され、さらなる感度と特異性の向
上が期待されています。

公開日 2026年05月23日  Amazon S3 (学術論文)  国際



詳細

背景：食品安全の重要性と従来の検出法の課題

食品安全は、公衆衛生と経済の両面で極めて重要な課題です。食品中の化学汚染物質
（農薬、抗生物質など）、病原体（サルモネラ菌、大腸菌など）、およびアレルゲン
（ピーナッツ、グルテンなど）の迅速かつ正確な検出は、消費者の健康保護と食品産業
の信頼性維持のために不可欠です。しかし、従来の食品検査方法は、しばしば時間がか
かり、複雑なサンプル前処理を必要とし、高価な機器や専門知識を要するという課題が
ありました。このため、現場で迅速かつ低コストで実施できる新しい検出技術が求めら
れています。

電気化学バイオセンサーの原理と応用

電気化学バイオセンサーは、このニーズに応える有望なソリューションとして浮上して
います。これらのセンサーは、酵素、抗体、DNAといった生物学的認識要素と電気化学
変換器を組み合わせることで機能します。ターゲット分子が認識要素に結合すると、生
物学的反応が電気信号（電流、電圧、インピーダンスの変化など）に変換され、これを
測定することでターゲットの存在と濃度を特定します。食品安全分野では、ボルタンメ
トリー（電位掃引による電流測定）およびインピーダンス電気化学的手法（交流抵抗の
変化測定）が主に利用されており、複雑な食品マトリックス（牛乳、果汁、肉など）中
でも、高い選択性と感度でターゲット分子を検出できる能力が実証されています。

技術的展望と将来の可能性

電気化学バイオセンサーの最大の利点は、小型化が可能であること、リアルタイム検出
能力、そして比較的低コストで製造できる点にあります。これにより、食品加工工場で
のインラインモニタリング、農場での迅速検査、さらには家庭での簡易検査といった、
多様な現場での応用が期待されます。今後の研究は、センサーの感度と特異性をさらに
向上させること、マルチプレックス（多項目同時）検出能力を高めること、そして複雑
な食品サンプルからの干渉を低減するための新しい表面修飾戦略やナノ材料の統合に焦
点を当てるでしょう。これらの進歩により、電気化学バイオセンサーは、より安全で高
品質な食品供給を確保するための不可欠なツールとなる可能性を秘めています。

元記事: https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-

southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-

https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505
https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505


HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-

2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-

SignedHeaders=host&X-Amz-

Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505
https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505
https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505
https://s3-ap-southeast-2.amazonaws.com/figshare-production-eu-deakin-storage4133-ap-southeast-2/coversheet/52481762/1/razalelectrochemicalbiosensors2025.pdf?X-Amz-Algorithm=AWS4-HMAC-SHA256&X-Amz-Credential=AKIA3OGA3B5WOX2T3W6Z/20260523/ap-southeast-2/s3/aws4_request&X-Amz-Date=20260523T081908Z&X-Amz-Expires=86400&X-Amz-SignedHeaders=host&X-Amz-Signature=03b423f3f2d7e57d9d45db35371214b41cbf0d8ae9ac1495ca15288662144505


#17 遠隔生理学的モニタリング用マルチモーダルバイオセ
ンサーの開発：軍事医療への応用

概要

英国軍事一般診療部とハムリン国際健康イノベーション研究所の共同研究により、ウ
ェアラブルなマルチモーダルバイオセンサーが開発されました。このセンサーは、心
拍数、体温、ECG、ナトリウム、グルコース、乳酸、pHを最大25日間継続的にモニタ

リングし、リモートでリアルタイムに生理学的データを送信できます。ウェアラブル
技術の将来の成功は、測定データの品質に対する臨床的信頼と、個人、環境、活動の
文脈でのデータの正確な解釈を確立することにかかっています。

公開日 2026年05月24日  BMJ Military Health  イギリス



詳細

背景：遠征軍の生理学的モニタリングの必要性

軍事作戦、特に遠隔地や過酷な環境での遠征では、兵士の健康とパフォーマンスを維持
することが極めて重要です。しかし、これらの環境下での生理学的モニタリングは、従
来の医療機器の制約や、リアルタイムデータの収集・送信の困難さから課題を抱えてい
ました。脱水、疲労、熱中症、ストレスなど、多くの要因が兵士の健康を脅かす可能性
があり、これらの変化を早期に検知し、介入するためのウェアラブルなソリューション
が強く求められていました。

マルチモーダルバイオセンサーの技術と性能

英国軍事一般診療部の学術部門とハムリン国際健康イノベーション研究所の共同研究チ
ームは、この課題に対処するため、物理センサーと化学センサーを統合した革新的なウ
ェアラブルマルチモーダルバイオセンサーを開発しました。このデバイスは、心拍数、
体温、心電図（ECG）といった物理的パラメータに加え、ナトリウム、グルコース、乳
酸、pHといった重要な生化学的バイオマーカーを、最大25日間にわたり継続的にモニ
タリング・保存する能力を持っています。さらに、Androidスマートフォンと市販の衛
星トランシーバーを介して、これらの生理学的データをリアルタイムで遠隔地に送信す
ることに成功しました。この機能は、リアルタイムでの状況認識と迅速な医療判断を可
能にします。

臨床的意義と将来の展望

このマルチモーダルバイオセンサーは、遠征軍兵士の健康管理に大きな変革をもたらす
可能性を秘めています。リアルタイムでの包括的な生理学的データは、医療チームが兵
士の健康状態の変化を早期に把握し、必要な医療介入を迅速に行うことを可能にしま
す。これにより、重篤な健康問題への発展を防ぎ、ミッション遂行能力の維持に貢献し
ます。ウェアラブル技術の今後の成功は、単にデータを収集するだけでなく、その測定
データの品質に対する臨床的信頼を確立し、さらに、個人の状況、環境要因、および活
動レベルといった文脈の中でデータを正確に解釈する能力にかかっています。将来的に
は、この技術がスポーツ医療、災害救助、高齢者の見守りなど、軍事以外の分野にも応
用されることが期待されます。



元記事: https://militaryhealth.bmj.com/content/jramc/169/2/170.full.pdf

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://militaryhealth.bmj.com/content/jramc/169/2/170.full.pdf


#18 糖尿病性腎症の日常管理を革新：ウェアラブル連続多
項目モニタリングシステム

概要

糖尿病性腎症患者の日常管理のため、pH、グルコース、尿酸を間質液中で動的にモニ
タリングできるウェアラブルな連続多項目センサーシステムが開発されました。この
システムは、皮膚に挿入される中空マイクロニードルを使用し、異なる電極表面をを

選択的に修飾することで、複雑な間質液環境で高い特異性を達成しました。高い相関
性と低い平均絶対相対偏差（MARD）を示し、日常の健康管理において大きな可能性
を秘めています。

公開日 2026年05月27日  ACS Nano  国際



詳細

背景：糖尿病性腎症管理の課題と精密モニタリングの必要性

糖尿病性腎症は、糖尿病の主要な合併症の一つであり、進行すると末期腎不全に至る可
能性があります。その管理には、血糖値だけでなく、腎機能に関連するバイオマーカー
の継続的なモニタリングが不可欠です。しかし、現在の検査方法は、頻繁な採血や尿検
査を必要とすることが多く、患者の負担が大きいという課題がありました。特に、間質
液中のバイオマーカーをリアルタイムで、しかも低侵襲的に多項目同時に測定できる技
術は、糖尿病性腎症の早期発見と効果的な日常管理のために強く求められていました。

中空マイクロニードルを用いた多項目バイオセンサー

本研究では、糖尿病性腎症の日常管理を目的とした画期的なウェアラブル連続多項目セ
ンサーシステムが開発されました。このシステムの中核は、皮膚にわずかに挿入される
中空マイクロニードルアレイです。このマイクロニードルは、生体適合性材料で作ら
れ、痛みを伴わずに間質液にアクセスします。さらに、異なる電極表面を選択的に修飾
する技術を用いることで、間質液の複雑な生化学的環境下でも、pH、グルコース、尿
酸といった複数のターゲットバイオマーカーに対して高い特異性と感度を達成しまし
た。

臨床的性能と将来の展望

開発されたセンサーシステムは、動物モデル（SDラット）を用いた検証において、高い
信頼性と精度を示しました。特に、pH自己校正機能を搭載しており、長期間のモニタ
リングにおいても安定した性能を維持できることが実証されました。グルコースと尿酸
の測定では、臨床使用デバイスとの間に高い相関性を示し、平均絶対相対偏差
（MARD）も低く抑えられています。これにより、患者は日々の体調変化と腎機能への
影響をリアルタイムで把握し、よりパーソナライズされた治療介入や生活習慣の調整が
可能になります。この技術は、糖尿病性腎症患者のQOL向上だけでなく、予防医療や個
別化医療の進展に大きく貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c04744

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c04744


#19 自己給電型バイオセンシングの進化：エントロピー制
御ナノ触媒と機械学習の統合

概要

従来の自己給電型バイオセンサーが抱える感度と動作安定性のトレードオフを克服す
るため、エントロピー駆動DNAナノテクノロジー、超小型PtNPs、機械学習を固体ハ
イドロゲル電解質に統合したセンシングパラダイムが提案されました。このプラット

フォームは、複雑なマトリックス中の生体分子ターゲットを超高感度で検出し、酵素
的対応物と比較して263倍の小型化を実現。分子工学、電極触媒、計算知能を結びつけ
る次世代診断の汎用フレームワークを確立しました。

公開日 2026年05月25日  Analytical Chemistry - ACS Publications  国際



詳細

背景：自己給電型バイオセンサーの課題

自己給電型バイオセンサーは、外部電源なしで動作できるため、ポータブル診断や環境
モニタリングなど、現場での応用において大きな可能性を秘めています。しかし、高感
度な検出を維持しながら、長期的な動作安定性と小型化を両立させることは、これまで
の技術では困難でした。特に、複雑な生体マトリックス中で微量の生体分子を正確に検
出するためには、感度と特異性を飛躍的に向上させる新たなアプローチが求められてい
ました。

エントロピー制御ナノ触媒と機械学習の統合

本研究では、この課題を克服するため、革新的なセンシングパラダイムが提案されまし
た。その核となるのは、エントロピー駆動DNAナノテクノロジー、超小型白金ナノ粒子
（PtNPs）を基盤としたナノ触媒、そして機械学習アルゴリズムを固体ハイドロゲル電
解質プラットフォームに統合するアプローチです。エントロピー駆動DNAナノテクノロ
ジーは、ターゲット生体分子の存在に応じてDNA構造が変化し、それがシグナルを増幅
するメカニズムを提供します。PtNPsは高い触媒活性を提供し、生体分子の検出をさら
に強化します。これらを固体ハイドロゲルに組み込むことで、安定性とバイオコンパテ
ィビリティを確保しつつ、機械学習によって複雑なセンサー信号から高精度な情報を抽
出します。

技術的意義と次世代診断への展望

この新しいプラットフォームは、複雑なマトリックス中の生体分子ターゲット（例：病
原体、癌バイオマーカー）をこれまでにない超高感度で検出できることを実証しまし
た。特に、酵素的バイオセンサーと比較して263倍という大幅な小型化を達成し、同時
に高い感度と安定性を維持しています。これは、限られたスペースでの多項目同時検出
やウェアラブルデバイスへの統合に大きなメリットをもたらします。本研究は、分子工
学、電極触媒、計算知能といった異分野の技術を巧みに組み合わせることで、次世代の
自己給電型診断のための汎用的なインテリジェントフレームワークを確立しました。将
来的には、ポイントオブケア診断、環境モニタリング、パーソナライズドヘルスケアな
ど、幅広い分野での革新的な応用が期待されます。



元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c02356

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c02356


#20 LEX Diagnostics：超高速PCR POCTシステムで感染
症診断を革新

概要

LEX Diagnosticsは、臨床的洞察を数分以内に提供し、検査室品質の結果を使いやすい
システムで実現する超高速・高感度PCRポイントオブケア検査（POCT）システムを開
発する分子診断企業です。同社はCOVID-19、インフルエンザなどの感染症に焦点を当

て、迅速、正確、アクセス可能な分子検査を通じて患者ケアを改善することを目指し
ています。最近、LEX VELOシステムがFDA 510(k)クリアランスとCLIA免除の両方を申
請しました。

公開日 2026年05月21日  MTEC  イギリス



詳細

背景：感染症診断の迅速化の必要性

感染症の迅速かつ正確な診断は、患者の適切な治療開始、感染拡大の防止、そして公衆
衛生対策の実施において極めて重要です。しかし、従来のPCR検査は高感度であるもの
の、専門の検査室での実施が必要であり、結果が得られるまでに時間がかかるという課
題がありました。特にパンデミック時や緊急医療現場では、数分以内に診断結果が得ら
れるポイントオブケア検査（POCT）システムが強く求められていました。

LEX VELOシステム：超高速PCR POCTの革新

LEX Diagnosticsは、このニーズに応えるべく、超高速・高感度PCRポイントオブケア検
査（POCT）システム「LEX VELO」を開発しました。この分子診断システムは、従来の
検査室品質のPCR結果を、わずか数分以内に、しかも使いやすいコンパクトなデバイス
で提供することを目指しています。LEX VELOは、COVID-19、インフルエンザウイル
ス、RSウイルスなど、呼吸器系感染症の迅速な診断に特に焦点を当てて設計されてお
り、検体から結果までの一連のプロセスを効率化します。これにより、患者の症状に基
づいて迅速な診断が可能となり、医療従事者はその場で治療方針を決定できるようにな
ります。

臨床的意義と将来の展望

LEX VELOシステムは、迅速、正確、かつアクセス可能な分子検査を提供することで、患
者ケアを大幅に改善する可能性を秘めています。特に緊急部門やプライマリケア、遠隔
地の医療施設において、迅速な診断は患者の転帰を改善し、感染症のクラスター発生を
抑制する上で重要な役割を果たします。最近、LEX VELOシステムが米国食品医薬品局
（ FDA ） の 510(k) ク リ ア ラ ン ス と 、 CLIA （ Clinical Laboratory Improvement

Amendments）免除の両方を申請したことは、その臨床的信頼性と実用化に向けた大き
な一歩を示しています。CLIA免除は、訓練を受けていないオペレーターでも検査を実施
できることを意味し、医療アクセスを広げる上で非常に重要です。この技術は、将来的
に他の感染症や疾患の診断にも応用範囲を拡大し、公衆衛生と個別化医療の進展に大き
く貢献することが期待されます。

元記事: https://mtec-sc.org/life-sciences/lex-diagnostics

https://mtec-sc.org/life-sciences/lex-diagnostics


収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#21 Glucotrack、ADA年次総会で植込み型連続血糖モニ
タリング技術を披露

概要

Glucotrack社は、米国糖尿病学会（ADA）の2026年科学セッションで、その革新的な
植込み型連続血糖モニタリング（CBGM）技術を紹介する予定です。Glucotrackの
CBGMシステムは、ウェアラブルコンポーネントを体に装着することなく、最小限の

キャリブレーションで3年間もの長期にわたり血糖値を継続的に測定できます。これ
は、糖尿病患者にとって、より便利で目立たない血糖モニタリングの未来を提示する
ものです。

公開日 2026年05月26日  MarketScreener  アメリカ



詳細

背景：糖尿病管理における血糖モニタリングの進化

糖尿病患者にとって、血糖値の継続的なモニタリングは、良好な血糖コントロールと合
併症予防のために不可欠です。これまでの連続血糖モニタリング（CGM）技術は、多く
の場合、皮膚に貼り付けるセンサーや、外部デバイスと連携するウェアラブルコンポー
ネントを必要としていました。これらのデバイスは有効である一方で、交換の頻度、装
着による不便さ、視認性といった課題も存在しました。そのため、より長期間使用で
き、かつ日常生活に溶け込むような、目立たない血糖モニタリングソリューションが求
められていました。

Glucotrackの植込み型CBGM技術の革新性

Glucotrack社は、このニーズに応える画期的な技術を開発しました。同社は、米国糖尿
病学会（ADA）の2026年科学セッションにおいて、その植込み型連続血糖モニタリング
（CBGM）技術を大々的に紹介する予定です。このGlucotrack CBGMシステムは、体に
装着する外部ウェアラブルコンポーネントが不要である点が最大の特徴です。センサー
は体内に植え込まれ、最小限のキャリブレーションで、なんと3年間もの長期間にわた
り血糖値を継続的に測定することが可能です。これは、従来のCGMシステムと比較し
て、患者の利便性を劇的に向上させるものです。

臨床的意義と将来の展望

Glucotrackの植込み型CBGMは、糖尿病患者の生活の質を大きく向上させる可能性を秘
めています。外部にデバイスを装着する必要がないため、日常生活での行動が制限され
ず、デバイスを忘れたり紛失したりする心配もありません。3年というセンサー寿命
は、頻繁なセンサー交換の必要性をなくし、患者の負担と医療コストを削減に貢献しま
す。この技術は、糖尿病管理をよりシームレスで目立たないものに変え、患者がより自
由に、自信を持って生活できるよう支援するでしょう。将来的には、この植込み型技術
が、自動インスリン送達システム（人工膵臓）との統合など、さらなる高度な糖尿病治
療への道を開くことが期待されており、糖尿病ケアの未来における重要な進展となるこ
とは間違いありません。

元記事: https://www.marketscreener.com/news/glucotrack-to-highlight-implantable-continuous-blood-

https://www.marketscreener.com/news/glucotrack-to-highlight-implantable-continuous-blood-glucose-monitoring-technology-at-the-american-d-ce7f5addde80f325


glucose-monitoring-technology-at-the-american-d-ce7f5addde80f325

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.marketscreener.com/news/glucotrack-to-highlight-implantable-continuous-blood-glucose-monitoring-technology-at-the-american-d-ce7f5addde80f325


#22 POCTの感度と精度の課題克服：カスケード増幅多次
元信号統合戦略

概要

ポイントオブケア検査（POCT）における感度と精度のトレードオフを克服するため、
カスケード増幅された多次元信号統合戦略が提案されました。この戦略は、テトラ酵
素模倣Fe2O3/CoFe2O4ナノキューブを使用し、ターゲット誘導型ハイドロゲル分解と

ナノザイム媒介信号増幅を含むカスケード触媒プロセスに依存します。この革新的な
テトラモーダルPOCT戦略は、比色法、光熱法、RGB、圧力読み取りを統合し、実血清
および尿サンプルで高い回収率と低い相対標準偏差（RSD）を示しました。

公開日 2026年05月26日  Analytical Chemistry - ACS Publications  国際



詳細

背景：POCTの普及と感度・精度のジレンマ

ポイントオブケア検査（POCT）は、迅速な診断結果を提供し、医療現場での即時的な
意思決定を可能にすることで、現代医療において不可欠な役割を担っています。しか
し、POCTデバイスは、そのポータビリティと簡便さのために、しばしば検査室レベル
の検出システムと比較して感度や精度が劣るという課題に直面してきました。特に、微
量のバイオマーカーを複雑な生体サンプル（血液、尿など）中で正確に検出する場合、
感度と精度の両立が大きな技術的ハードルとなっていました。

カスケード増幅多次元信号統合戦略の技術

本研究では、この感度-精度ジレンマを克服するための革新的なアプローチとして、
「カスケード増幅多次元信号統合戦略」が提案されました。この戦略の核となるのは、
テトラ酵素模倣Fe2O3/CoFe2O4ナノキューブの利用です。これは、特定のターゲット
分子（例：病原体DNA、癌バイオマーカー）の存在によって誘導されるハイドロゲルの
分解と、ナノザイム（ナノ粒子が酵素的活性を持つもの）が媒介する信号増幅という2

段階のカスケード触媒プロセスに依存しています。これにより、非常に微量のターゲッ
ト分子であっても、効果的に信号を増幅し、検出限界を大幅に向上させることが可能と
なります。

テトラモーダル検出と臨床的意義

この革新的なPOCT戦略は、単一の検出方法に頼るのではなく、比色法（色変化）、光
熱法（熱変化）、RGB値（色強度）、および圧力読み取りという4つの異なるモード
（テトラモーダル）の信号を統合します。複数の信号から得られる情報を組み合わせる
ことで、検出の信頼性と精度が飛躍的に向上し、誤検出や干渉の影響を低減できます。
実験では、実血清および尿サンプルを用いて、様々なターゲット分子の検出において高
い回収率と低い相対標準偏差（RSD）が示されました。これは、この技術が実際の臨床
現場で高い信頼性をもって機能することを示唆しています。このアプローチは、感染
症、癌、代謝疾患など、幅広い疾患のPOCT診断に革命をもたらし、迅速かつ正確な診
断をより多くの場所で提供することで、公衆衛生と個別化医療の進展に大きく貢献する
と期待されます。



元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c01135

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acs.analchem.6c01135


#23 QuantuMDx：迅速マルチプレックスPCRソリューシ
ョンでPOCT診断を加速

概要

QuantuMDxは、迅速なマルチプレックスPCRソリューションとマイクロアレイ技術を
ポイントオブケア検査（POCT）向けに開発する医療技術企業です。同社は、感染症、
抗菌薬耐性、がんなどの診断ソリューションを誰もが利用できるようにすることを目

指しています。Q-POC™プラットフォームは、約30〜35分で結果を提供するコンパク
トで迅速なサンプル・トゥ・アンサーのマルチプレックスPCR機器であり、CEマーク
も取得しています。

公開日 2026年05月22日  MTEC  イギリス



詳細

背景：POCTにおける分子診断の進化と課題

感染症や抗菌薬耐性（AMR）の拡大は、世界的な健康課題となっており、迅速かつ正確
な診断がその対策に不可欠です。従来の分子診断は、検査室での大規模な機器と専門知
識を必要とすることが多く、結果が得られるまでに時間を要していました。ポイントオ
ブケア検査（POCT）の概念は、この課題を解決し、患者の傍らで迅速な診断を可能に
することを目指していますが、POCTデバイスで検査室レベルのマルチプレックスPCR性
能を実現することは、高い技術的ハードルでした。

QuantuMDx Q-POC™プラットフォームの革新性

QuantuMDxは、この分子診断POCT分野における主要なイノベーターの一つです。同社
は、迅速なマルチプレックスPCRソリューションとマイクロアレイ技術を統合したQ-

POC™プラットフォームを開発しました。Q-POC™は、検体（サンプル）を投入するだ
けで、約30〜35分という短時間で、複数の病原体や遺伝子マーカーを同時に検出できる
「サンプル・トゥ・アンサー」型のコンパクトな機器です。このプラットフォームはCE

マークを取得しており、欧州市場での適合性と安全性が確認されています。これによ
り、医療従事者は複雑な検査手順を必要とせず、迅速に診断結果を得て、患者ケアを最
適化することが可能になります。

臨床的意義と将来の展望

QuantuMDxの技術は、感染症、抗菌薬耐性、さらにはがんといった幅広い分野におい
て、診断ソリューションへのアクセスを民主化することを目指しています。Q-POC™の
ような迅速なマルチプレックスPOCTデバイスは、特に遠隔地やリソースが限られた環
境での医療アクセスを改善し、公衆衛生上の危機への対応能力を高めます。例えば、イ
ンフルエンザとCOVID-19を同時に鑑別することで、より的確な治療選択を可能にしま
す。将来的には、このプラットフォームがさらに進化し、検出できるバイオマーカーの
範囲を拡大することで、個別化医療の推進、特に精密腫瘍学や薬剤感受性テストといっ
た分野での応用が期待されます。QuantuMDxは、診断技術の革新を通じて、世界中の
人々の健康アウトカムを改善することに貢献しています。

元記事: https://mtec-sc.org/life-sciences/quantumdx-group-ltd

https://mtec-sc.org/life-sciences/quantumdx-group-ltd


収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#24 AIによる昆虫信号解釈：サイボーグゴキブリを制御す
る新概念

概要

大阪大学の研究者らが、昆虫の生物学的信号をAIが解釈することで、より協力的な制
御を可能にする「昆虫シナジー回路（ISC）」という新しい概念を提案しました。この
チームは、マダガスカルヒッシングゴキブリ用のウェアラブルバックパックを開発

し、心拍数、低周波神経信号、身体の動きを同時に測定。このシステムは、昆虫の環
境関連内部状態を推定し、不必要な刺激を減らしながら動きを誘導することが可能で
す。

公開日 2026年05月28日  Asia Research News  日本



詳細

研究背景とサイボーグ昆虫の課題

サイボーグ昆虫の研究は、災害救助、環境モニタリング、危険区域の探索など、人間が
アクセスしにくい場所での活動に大きな期待が寄せられています。しかし、従来のサイ
ボーグ昆虫は、人間の外部からの指示を一方的に与える方式であり、昆虫自身の生物学
的状態や環境に対する自律的な応答を十分に考慮していませんでした。このため、昆虫
に過剰なストレスを与えたり、効率的な行動誘導が難しかったりするという課題があり
ました。大阪大学の研究チームは、この課題を克服し、昆虫とのより協調的な関係を築
くことを目指しました。

「昆虫シナジー回路（ISC）」とAIによる生体信号解釈

大阪大学の研究者らが提唱した新しい概念が「昆虫シナジー回路（ISC）」です。これ
は、昆虫の生物学的信号をAIがリアルタイムで解釈し、その内部状態や意図を理解する
ことで、昆虫の自律性を尊重しつつ、人間が誘導する方向へと動きを促すシステムで
す。研究チームは、マダガスカルヒッシングゴキブリのために、心拍数、低周波神経信
号、身体の動きを同時に測定できるウェアラブルバックパックを開発しました。このバ
ックパックに搭載されたセンサーから得られるデータをAIが分析し、ゴキブリの「環境
関連内部状態」を推定します。例えば、ゴキブリがストレスを感じているか、あるいは
特定の刺激に対してどのように反応しようとしているかなどをAIが判断します。

協調的制御と将来の展望

このISCシステムは、AIによる昆虫の内部状態推定に基づいて、不必要な外部刺激を減
らしつつ、より自然な形でゴキブリの動きを誘導することを可能にします。これによ
り、昆虫のストレスを軽減し、誘導の効率を向上させることができます。例えば、疲弊
している昆虫には休息を促し、最適なタイミングで次の行動指示を出すといった、より
インテリジェントな制御が実現されます。この「昆虫シナジー回路」は、生物と機械の
融合における新たなアプローチを示しており、サイボーグ昆虫技術の進化に大きな影響
を与えるでしょう。将来的には、より複雑なミッション遂行能力を持つサイボーグ昆虫
の開発や、生物学的システムとAIのインターフェース設計に関する新たな知見をもたら
すことが期待されます。

元記事: https://www.asiaresearchnews.com/content/ai-listens-insect-body-signals-guide-cyborg-

https://www.asiaresearchnews.com/content/ai-listens-insect-body-signals-guide-cyborg-cockroaches


cockroaches

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#25 多項目ナノバイオセンサー診断の進歩：マイクロ流体
とAIの統合における訂正

概要

本訂正記事は、マイクロ流体とAIの統合を通じた多項目ナノバイオセンサー診断の進
歩に焦点を当てています。センサー材料と物理的限界に対処するためには、表面化学
と検出メカニズムの進歩が必要であり、AIアルゴリズムは複雑な多項目信号から診断

情報を抽出するために不可欠であると述べています。CNN、LSTM、転移学習などのAI

アーキテクチャが、センサーのドリフトや製造ばらつきといった課題に対処するため
に重要であることが示されています。

公開日 2026年05月29日  Frontiers  国際



詳細

背景：ナノバイオセンサー診断の発展と課題

ナノバイオセンサー診断は、医療診断、環境モニタリング、食品安全など、多岐にわた
る分野で革新をもたらす可能性を秘めています。特に、非常に微量のサンプルから複数
のバイオマーカーを同時に、高感度かつ高特異性で検出できる多項目ナノバイオセンサ
ーの発展は、精密医療の実現に不可欠です。しかし、センサー材料の物理的限界、検出
メカニズムの複雑性、そして製造におけるばらつきといった課題が、その広範な実用化
を阻んできました。本訂正記事は、これらの課題と、マイクロ流体およびAIの統合によ
る解決策に焦点を当てています。

マイクロ流体とAIの統合による診断の強化

マイクロ流体技術は、非常に少量のサンプル（ナノリットルからマイクロリットル）を
用いて、複雑な分析プロセスを小型チップ上で自動化することを可能にします。これに
より、迅速な反応、試薬消費量の削減、そして汚染リスクの低減が実現されます。多項
目ナノバイオセンサー診断では、マイクロ流体チャネル内で異なる認識要素を持つセン
サーを配置することで、複数のバイオマーカーを同時に検出する効率を向上させます。
さらに、人工知能（AI）の統合は、センサーから得られる膨大なデータ、特に複雑な多
項目信号から、信頼性の高い診断情報を抽出するために不可欠です。本記事では、畳み
込みニューラルネットワーク（CNN）、長・短期記憶ネットワーク（LSTM）、転移学
習、アンサンブル法といったAIアーキテクチャが、センサーのドリフト（時間経過によ
る性能変化）や製造ばらつきといった実用上の課題に対処するためにいかに重要である
かを強調しています。



ウェアラブルバイオセンサーへの応用と将来展望

このマイクロ流体とAIを統合した多項目ナノバイオセンサー技術は、ウェアラブルバイ
オセンサー分野においても大きな可能性を秘めています。ウェアラブルデバイスは、継
続的なバイオマーカーモニタリングを可能にしますが、長期的な使用における安定性や
信号回復といった課題に直面しています。本記事では、電気化学的または光学的クリー
ニングを用いた再生センシング方法が、センサーの寿命を延ばし、コストを削減し、継
続的なパーソナライズされたモニタリングを可能にすると述べています。AIは、再生プ
ロセスの最適化や、センサーの経時変化を補償する役割も果たします。将来的には、こ
れらの進歩により、疾患の超早期発見、個別化された健康管理、そしてユビキタスなヘ
ルスモニタリングシステムの実現が加速されると期待されます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/bioengineering-and-

biotechnology/articles/10.3389/fbioe.2026.1855897/full

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#26 分子認識を持つ高分子ソフトマテリアル：グルコース
応答性ハイドロゲルの進展

概要

本レビューは、分子認識を持つ高分子ソフトマテリアル、特にグルコース応答性ハイ
ドロゲルシステムの進展を報告しています。これらのハイドロゲルは、連続血糖コン
トロール用のマイクロニードルパッチに加工され、グルコースの酵素的酸化によって

トリガーされる低酸素応答性小胞や、PBA修飾ポリマーを無痛マイクロニードル内に
統合。これにより、1型糖尿病マウスモデルにおいて迅速なクローズドループインスリ
ン送達が実証され、臨床応用への大きな一歩を示しています。

公開日 2026年05月29日  Taylor & Francis Online  国際



詳細

背景：糖尿病治療の進化とスマートマテリアルの役割

糖尿病の管理、特に1型糖尿病における血糖コントロールは、合併症予防のために厳格
なインスリン投与を必要とします。しかし、従来のインスリン注射は、患者の負担が大
きく、血糖変動にリアルタイムで対応することが困難でした。近年、スマートマテリア
ル、特に生体応答性高分子ハイドロゲルの研究が進展しており、これにより自己調節型
の薬剤送達システム、中でも血糖値に応じてインスリンを放出する「クローズドルー
プ」システムの開発が期待されています。

グルコース応答性ハイドロゲルマイクロニードルパッチの技術

本レビューで紹介されているのは、分子認識能力を持つ高分子ソフトマテリアル、特に
グルコース応答性ハイドロゲルシステムの革新です。これらのハイドロゲルは、連続血
糖コントロールを目的としたマイクロニードルパッチに巧妙に加工されています。この
パッチは二つの主要なメカニズムを統合しています。一つは、グルコースの酵素的酸化
によって引き起こされる低酸素環境に応答してインスリンを放出する小胞（vesicles）
であり、もう一つは、無痛のマイクロニードル内に組み込まれたフェニルボロン酸
（PBA）修飾ポリマーです。PBAはグルコースと可逆的に結合し、ハイドロゲルの膨潤
度を変化させることでインスリン放出を制御します。この組み合わせにより、血糖値に
応じてインスリンを「感知」し、「送達」する、高度に統合されたシステムが実現され
ました。

臨床的実証と将来の展望

このグルコース応答性ハイドロゲルマイクロニードルパッチは、1型糖尿病マウスモデ
ルにおいて、迅速かつ効果的なクローズドループインスリン送達を実証しました。すな
わち、血糖値が上昇すると自動的にインスリンが放出され、血糖値を正常範囲に保つこ
とができるという画期的な結果です。これは、日中のインスリン管理だけでなく、夜間
など患者が意識しない間の血糖変動にも対応できることを意味します。この成果は、糖
尿病患者の生活の質を大幅に向上させ、合併症のリスクを低減する可能性を秘めていま
す。今後は、ヒトでの臨床試験を経て、実際の糖尿病治療における革新的なツールとし
ての確立が期待され、真に自律的な糖尿病管理システムの実現に向けた大きな一歩とな
るでしょう。



元記事: https://www.tandfonline.com/doi/full/10.1080/14686996.2026.2664156

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#27 糖尿病性創傷モニタリングのためのインテリジェント
バイオセンサー：進展と展望

概要

本記事は、糖尿病性創傷モニタリングのためのインテリジェントバイオセンサーに関
するレビューです。ナノザイムを3Dハイドロゲルネットワークに直接統合すること
で、深部組織の微細環境変調を達成し、過剰な活性酸素種（ROS）を効率的に除去

し、超疎水性抗接着性を維持します。2021年の研究では、双性イオン性ハイドロゲル
を用いたサンドイッチ構造センサーシステムが、温度、ひずみ、グルコース濃度を連
続的にモニタリングし、多モーダル信号間のクロストークを効果的に回避しました。

公開日 2026年05月26日  MDPI  国際



詳細

背景：糖尿病性創傷の課題とスマートモニタリングの必要性

糖尿病性創傷（糖尿病性潰瘍）は、糖尿病患者に多く見られる重篤な合併症であり、感
染症、治癒遅延、最悪の場合には切断に至る可能性があります。その管理には、創傷部
位の微細環境（温度、pH、グルコース濃度、炎症マーカーなど）を継続的に監視し、
早期に問題を発見して介入することが不可欠です。しかし、従来の創傷ケアでは、これ
らのパラメータをリアルタイムで継続的にモニタリングすることは困難でした。このた
め、高度な「インテリジェントバイオセンサー」の開発が強く求められています。

ナノザイム統合3Dハイドロゲルセンサーの技術

本レビューは、糖尿病性創傷モニタリングのためのインテリジェントバイオセンサーの
最新の進展に焦点を当てています。特に注目されるのは、ナノザイムを3Dハイドロゲル
ネットワークに直接統合するアプローチです。ナノザイムとは、酵素のような触媒活性
を持つナノ材料であり、ハイドロゲルに組み込むことで、創傷の深部組織の微細環境を
効果的に変調できます。これにより、創傷治癒を妨げる過剰な活性酸素種（ROS）を効
率的に除去し、同時に細菌の接着を防ぐ超疎水性（superhydrophobicity）および抗接着
性（anti-adhesive properties）を維持することが可能になります。これは、創傷の感染
予防と治癒促進に大きく貢献するものです。

多モーダルセンシングと将来展望

さらに、レビューでは2021年に報告された革新的な研究にも言及しています。これは、
双性イオン性ハイドロゲルを用いたサンドイッチ構造のセンサーシステムで、温度、ひ
ずみ（物理的ストレス）、そしてグルコース濃度という複数のパラメータを連続的にモ
ニタリングできるものです。このシステムは、異なるモーダルの信号が互いに干渉し合
う「クロストーク」を効果的に回避できるという利点を持っています。このような多モ
ーダルセンシング能力は、糖尿病性創傷の複雑な生理学的状態をより包括的に把握する
ことを可能にします。将来的には、これらのインテリジェントバイオセンサーが、AIと
統合され、創傷の状態に基づいて治療法の自動調整や、医療従事者への早期警告を提供
するようになることが期待されます。これにより、糖尿病性創傷の個別化された管理と
患者の生活の質の劇的な改善が期待されます。



元記事: https://www.mdpi.com/2079-6374/16/6/307

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#28 T7 RNAPツールボックス：無細胞バイオセンシング
工学の進展

概要

T7 RNAポリメラーゼ（RNAP）ツールボックスが、無細胞バイオセンシング工学を大
きく進展させています。このシステムは、代謝物、毒素、病原体特異的核酸などの分
子シグナルに正確に応答する転写出力をプログラムすることで、低いバックグラウン

ドノイズを維持しながら超高感度の検出閾値を達成できます。これにより、環境安全
モニタリング、食品品質保証、ポイントオブケア検査（POCT）における緊急のニーズ
に対応する可能性を秘めています。

公開日 2026年05月28日  Bioengineer.org  国際



詳細

背景：無細胞バイオセンシングの可能性と課題

無細胞バイオセンシングシステムは、生きた細胞を使用しないため、高い安定性、モジ
ュール性、そして急速な応答時間といった利点を提供し、現場での診断やモニタリング
に大きな可能性を秘めています。しかし、その広範な応用には、微量のターゲット分子
を高感度で特異的に検出するための、より堅牢でプログラム可能なプラットフォームの
開発が不可欠でした。特に、バックグラウンドノイズを低く保ちつつ、検出感度を最大
化する技術が求められていました。

T7 RNAPツールボックスの革新性

本記事で紹介されているT7 RNAポリメラーゼ（RNAP）ツールボックスは、この無細胞
バイオセンシング工学において重要な進展をもたらします。T7 RNAPは、特定のDNA配
列を効率的にRNAに転写する酵素であり、その高い活性と特異性がセンシングシステム
に利用されます。このツールボックスを使用することで、研究者は、代謝物、毒素、病
原体特異的核酸といった様々な分子シグナルに正確に応答する転写出力をプログラムす
ることが可能になります。例えば、特定の病原体DNAが存在する場合にのみ、特定の蛍
光RNA分子が生成されるようにシステムを設計できます。

超高感度検出と応用展望

T7 RNAPツールボックスの最大の特徴は、低いバックグラウンドノイズを維持しなが
ら、超高感度の検出閾値を達成できる点です。これは、最小限のノイズでわずかな信号
変化を捉えることができるため、非常に微量のターゲット分子でも検出できることを意
味します。この能力は、環境安全モニタリング（例：水中の重金属や毒素の検出）、食
品品質保証（例：食品中の病原菌やアレルゲンの検出）、およびポイントオブケア検査
（POCT）（例：感染症の迅速診断）など、緊急性が高く、高感度な検出が求められる
分野における喫緊のニーズに対応する可能性を秘めています。この進展は、より安価
で、迅速で、使いやすい診断ツールの開発を加速させ、公衆衛生と産業安全に大きく貢
献することが期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/t7-rnap-toolbox-advances-cell-free-biosensing-engineering/

https://bioengineer.org/t7-rnap-toolbox-advances-cell-free-biosensing-engineering/


収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#29 生体吸収性高分子導電性インクを組み込んだ硬膜外電
極アレイのデザイン、移植、生体分布研究

概要

本研究は、生体吸収性の高分子導電性インクを組み込んだ経皮的電極アレイのデザイ
ン、移植、および生体分布に関する詳細な報告です。このデバイスは、柔軟性、生体
吸収性、生体適合性といった埋め込みに適した特性を兼ね備え、インクなしのデバイ

スと比較して高い記録能力を示しました。これにより、神経科学分野における神経記
録や血流モニタリングなど、さまざまな研究アプリケーションでの応用が期待されて
います。

公開日 2026年05月26日  ACS Applied Materials & Interfaces  国際



詳細

背景：埋め込み型医療デバイスの進化と課題

神経科学研究や医療応用において、脳や神経組織からの電気信号を記録するための埋め
込み型電極は不可欠です。しかし、従来の電極は多くの場合、生体内で長期間安定せ
ず、免疫反応を引き起こしたり、硬すぎるために周囲の組織を損傷したりするリスクが
ありました。また、長期間のモニタリング後には外科的除去が必要となるため、患者の
負担も大きいという課題がありました。このため、より生体適合性が高く、機能後に自
然に体内に吸収される「生体吸収性」の埋め込み型デバイスの開発が強く求められてい
ました。

生体吸収性高分子導電性インクの革新

本研究では、生体吸収性の高分子導電性インクを巧妙に組み込んだ革新的な経皮的電極
アレイのデザインと性能が報告されています。この導電性インクは、生体内で分解・吸
収されるポリマーをベースとしており、電極がその役割を終えた後に体内に残存するこ
となく消失します。この生体吸収性ポリマーと導電性材料の組み合わせは、電極に優れ
た柔軟性、強度、そして生体適合性を与えます。これにより、脳や神経組織に埋め込ん
だ際の組織損傷リスクが低減され、長期的な安定した信号記録が可能となります。

記録能力と多様な応用展望

開発された電極アレイは、インクなしの既存デバイスと比較して、高い記録能力を示す
ことが実証されました。これは、導電性インクの優れた電気的特性と、生体組織との良
好な界面形成能力によるものです。この技術は、神経科学分野における多チャンネルの
神経活動記録に直接応用できるだけでなく、血流モニタリングや他の生理学的パラメー
タの測定にも拡張可能です。特に、脳損傷からの回復過程のモニタリング、てんかんの
焦点特定、あるいは深部脳刺激の効果評価といった分野での応用が期待されます。生体
吸収性という特性は、繰り返しの外科手術の必要性をなくし、患者の負担を大幅に軽減
するため、将来的には多様な診断や治療用埋め込み型デバイスへの道を拓くでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/full/10.1021/acsami.6c06839

収集日: 2026年05月29日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/full/10.1021/acsami.6c06839

